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はじめに

1950 年を目前に、敗戦後の経済もようやく当初の混乱
が収拾し、日本の経済復興を担う基幹産業として繊維業
界も徐々に低迷を脱してきた。特に国際情勢の観点から
1948 年に米国による大型援助が決定し、翌 1949 年には復
興が急速に軌道に乗ってきた。そうした中、GHQ関係の
需要を手掛かりとして徐々に仕事を再開していた染織図
案家も輸出図案の進路に希望を見、また一方、国内的に
は若い女性を中心とした洋服への圧倒的な支持を目の当
たりにして、日本社会の将来にプリント服地の市場拡大
を確信していく。同じく戦前からの大手呉服問屋や染工
場のなかにも、服地専門へ転換を試みるところが現れ、染
織文化の色濃く残る京都を中心に、展示会、図案展が次
第に開催されるようになってきた。
そして 1950 年 6 月、朝鮮戦争が勃発すると、繊維産業
各社はその軍需でいよいよ本格的復活を果たし、非常な
盛況を呈した。輸出優先のため国内向けには厳しく統制
されていた綿などもこの頃より規制解除され、国内では
一挙に綿プリントブームが起こった。それまで粗悪で体
をなさないスフやレーヨンに悩まされていた人々は、張
りのある純綿に魅了され、熱狂的に国内需要が盛り上
がった。しかし需要の内容は和装から洋装へと一大変化
しており、デザイン的には非常な戸惑いの中での出発と
なる。図案家のほぼ全員がかつては着物の意匠図案を手
掛けていて、問屋の多くも和装出身だったため、和装の
意匠ならどのようにも描くことができる京都の図案家集
団も、プリントの服地というとあまりの経験の無さに不
安を隠せなかった。また当時はまだまだ諸外国と自由な
交流が制限されていたため、情報・資料の入手もおぼつ
かず、GHQの輸出向けデザインの指導育成や、GHQ関
係の図書館 1で外国雑誌を閲覧したり、また戦前に海外で

デザイン活動をしていた数少ない経験者 2 の講習会で服
地図案の表現方法を学んだりするしか方法がなかった。
しかし日本画出身の多くの図案家はどうしても着物風の
平面的な表現に陥りやすく、洋服の立体的なフォルムに
映える陰影のあるデザインを、という要求は空回りしが
ちだった。
このように和装図案から洋装図案への転換が模索され
ているなか、1951 年の 3 月－6月に東京・大阪でマチス
展が、8月－10 月には同じく東京・大阪でピカソ展が開
催された。これらの絵画は人々の好奇心を駆り立て、会
場は大盛況となった。当時の人々はその新鮮な感覚に心
動かされ、また何を描いていくべきか、方向をつかみか
ねていた多くの図案家もこぞって影響を受けた。所謂マ
チス調、ピカソ調の図案が一気に広がることとなった。そ
れは和洋双方の図案に及んだが、そのあまりの唐突さと
皮相的な模倣に方々から非難の声が上ったのも早かっ
た。しかし以後のプリントデザインに大きな衝撃を与え
たのは確かだったといえる。戦後テキスタイルプリント
デザインの萌芽期における彼らの影響とはどのようなも
のだったのだろうか。その受容時にあった問題点を具体
的に検討しつつ、その意義を検証していきたい。

第 1章　プリントデザインの芽生え

戦時中の厳しい企業整備やその後の戦災等で多くを
失った敗戦直後の繊維業界は惨憺たる状況であった。戦
前は世界を制した紡績大手企業も国内外の拠点工場を失
い、日本の繊維産業の実質稼働率は総じて戦前の 30％～
10 数％に落ちていた。この低迷から復興を支えたのは
GHQの繊維輸出優遇政策であった。当初はなかなか軌道
に乗らなかったが国際情勢の展開からいよいよ1948年に
は多額の援助予算が米国議会を通過した。1949 年には世

プリントデザイン黎明期におけるマチス・ピカソの影響
―戦後国内向けプリント市場の成立　1950 年前後を中心に―
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界市場への復帰のため GHQ経済顧問としてドッジが招
聘され、3月ドッジラインが施行された。徹底した財政均
衡でインフレを抑え、為替の固定を目指すためのあまり
に性急な経済の引き締めは深刻な不況をもたらしたが、
一方で市場の活性を目指す民営化は着々と進められた。
同 1949 年 3 月には「これが戦後の本格的復活の出発点
となった」と語り継がれている 3第一回京都染色見本市が
日本絹人絹織物商協議会主催、京都府・京都市・京都商
工会議所の後援で戦後初めて開催された。第一会場は華
道会館（京都・室町通四条下ル）、第二会場は参加 118 商
社の店舗で、地方小売店や室町の同業者が続々と参集し、
来会者数は 8446 名、取引成立額は 6億 2981 万 8 千円と
いう大規模なものとなった 4（図 1・2）。
続いて 5月には生糸・絹製品の価格統制が廃され、11
月には人絹織物の配給制も撤廃されると、それまで抑え
られていた国内需要は爆発した 5。商取引も上昇に向か
い 6、京都の繊維問屋でも本絹や純綿のプリントを扱い始
めるようになった。各産地では新製品、柄意匠などの求
評会が開かれ、染色加工の図柄や技術も急速に復旧して、
問屋の自由な活動も復活 7、繊維産業や流通産業その他が
着々と復興を遂げてきた。しかし 1950 年前半は、まだ
ドッジラインの構造不況が尾を引いていたが、6月に朝鮮
戦争が勃発すると、米軍の補給基地として重要な役割を
担った日本の繊維産業あるいは鉄鋼業など、いわゆる「糸
へん」「金へん」は目覚ましい活況を呈した。久しく低迷
していたこれらの産業を一気に景気回復させたのは約 24
億ドル 8 に達するといわれる大型の特需であった。また
様々な規制がこの時解除され、ほぼ自由競争に還った業
界は盛況を取り戻した。

・和装図案から洋装図案へ
輸出の活況に加え、国内的にもすさまじい需要の爆発
を背景にして図案の必要はますます大きく膨らんだ。こ
の 1950 年、図案業界の大きな動きとしては、日本染織図

案家連盟（以後連盟と略す）が再組織され、その独立展
として「第一回日本染織図案家連盟創立記念展覧会」（第
一回図連展）が 11 月に京都華道会館で開かれたことであ
る。
連盟は 1946 年 GHQの強い要請で設立されたが、発足
当時は GHQや官庁その他の対応のため、東京を本部とし
ていた。しかし元々は京都の室町、大阪の本町などが日
本の繊維業界の中心地であり、会員も関西に多く、1949
年秋には京都に関西支部を置いていた。この関西支部が
1950 年 10 月の総会に於いて機構改革案を決議し、同じく
日本染織図案家連盟として再発足、京都染織試験場に事
務所をおいて「連盟」と区別するため「図連」と略称す
るようになった。この時の支部長は中村鶴之助、理事は
関留辰雄、林大功、鳥居浩、酒井康、西村進、角倉周太
郎である。会員は関西部 181 人、関東部 35 名と設立以来
著しく増加している。前年結成以来この時代を席巻して
いく先駆的服地図案家グループの「A」（エース）の主要
メンバーもここにそろっている。
この独立展では帯・着尺・服地・友禅と専門別に分け
て展示され、各部を通して賞が設定された。この時の知
事賞は服地図案の鳥居浩、市長賞には着尺図案の徳田忠
太郎、貿易館長賞は服地図案の吉田晴視（染織ライフ創
刊号表紙）となっている。（図 3）
この時の審査員で京都市染織試験場長の赤澤鉞太郎は
講評 9で、各部総数二百余点が出展され一偉観を呈した事
や、この展覧会の大きな収穫として服地部の目覚ましい
飛躍を挙げている。また何か新しく変わらねばという意
欲は着尺部に切実で、織物部（帯）は力作ながら時代感
覚にずれがあり、友禅部は不振であったとまとめている。
また入賞者の名前を見ていくと、部門を超えて和装図
案・服地図案双方に挑戦している実態がわかり、この時
期の図案家の和装から洋装への流動的な動きが顕著にみ
られる。キモノ 10 図案の代表的グループ「大図」の田中
吉之介や、その他のグループで寺田哲郎、角倉周太郎な

図 1　第一回京都染色見本市風景（1949 年 3 月） 図 2　第一回京都染色見本市　服地展示
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ど、多くのキモノ図案家がプリント服地図案で受賞して
いる。和装図案家の意欲が服地図案に向かい急接近した
稀有な時代といえるだろう。この展覧会では一見、着物
向け図案か、服地向け図案か見分けがつきにくいものが
多い。
またとくに目につくのは、洋風モチーフになると急に
不慣れで流麗さを欠いた筆致が現れることである。『染織
ライフ』1951 年に載っている着尺・帯のなかで、洋画風
の陰影をつけたバラ、チューリップ、ひまわりなど（図
4、5）、作者は今までは着尺図案の相当の描き手であった
事を思うと驚きを禁じ得ない。従来の鶴や松、扇面など
を豪華流麗なタッチで描いた着物図案もあるが、こちら
は手馴れて伸び伸びとした筆致だが、旧態依然とした時
代感覚のズレが否めない。
このような状況下でのプリント制作にあたっては、誰
よりも早く西欧の情報を得て、いかに早く展開できるか

が服地製造の最重要課題となっていた 11。
1950 年代当初、流行の先端をきった服地問屋吉忠では、
神戸に外国船が入港するごとに、かねてより契約してい
るポーターに外国の婦人雑誌やファッション雑誌を束ね
て届けてもらい、これを担当の社員が京都に持ち帰り図
案家と共に研究、捺染工場にも持っていって配色の参考
にした 12 という。このような状況は多くの業界でもまた
空港その他の場所でも繰り広げられていたようだ。

・欧州のプリント事情と日本への影響
そもそも当時の西欧のプリントデザイン事情はいかな
るものであったのだろうか。
欧州で本格的にプリントの洋服生地 13 が大量に作られ

たのは第一次世界大戦前後といわれている。モダンで軽
いタッチの絵画スタイルを生かしたラウル・デュフィ（図
6）の本格的テキスタイル業界への参入は 1911 年 14、続

図 4　洋画風陰影のバラ・チューリップの着尺図案 1950 年 図 5　ひまわりの帯図案 1950 年

図 3　第一回図連展（1950 年）作品　（染織ライフ 1951 年創刊号表紙・貿易館長賞、知事賞・市長賞図案、服地図案）
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いてソニア・ドローネー（図 7）がテキスタイルデザイン
に新しい抽象表現を開拓した。1923 年にリヨンのシルク
メーカーの依頼で描かれた彼女のプリントデザインは、
明確な色彩と、自由に描かれた線や円や角といったデザ
インで、20 世紀の感覚を最も鮮明に伝えている 15。しか
し戦争が回避しがたいものになった 1939 年、イギリスな
どでは戦時体制による統制で軍需品生産以外の工場は閉
鎖され染織品の進展などはありえない状況となっていっ
た 16。
しかしやがて戦争が終わると、テキスタイルにいち早
く真新しさを与えるプリントはすぐに復活し、画家のテ
キスタイルデザインへの参入も相次いだ。ダリは戦前よ
り NYのファッションデザイナー、スキャパレリと共に
冒険的なテキスタイルのファッションを展開していたが
（図 -1）、いち早く再開（図 8-2）、パリではピカソ（図 9）
やミロ、ブラックらもテキスタイルデザイン 17 に進出し

ていた。20 世紀の新しい芸術に触発されたプリントデザ
インは新しい時代の到来を実感させるもの 18 であり、そ
のラフで自由なデザインは、たちまちこの期の日本にも
影響を与え、抽象柄や花柄、フィギュアや風景柄が描か
れた。
これら洋画風のブラシワークの感覚をいち早くつかん
だ図案家がプリント服地図案へと移行していったと推察
される。戦前からプリント図案を手掛けていた鐘紡意匠
室の佐野正男はブラシワークこそが「A」の全盛をもたら
した 19 と語っている。
関係者はこれら西欧ファッションの情報をどのように
して手に入れるかに知恵をしぼったが、模倣するためと
いうより手本を手に入れるとの感覚だったと想像でき
る。キモノ感覚から早く抜け出し西欧の流行に続き遅れ
ないことが業界の目的そのものになっていた。しかし需
要の多さに比して服地的なセンスで描ける図案家があま

図 6　デュフィ、テキスタイル　1914~1920 年頃 図 7　  ソニア・ドローネー、ファッションショー
衣装　1924 年

図 8－1　ダリのテキスタイル 1937 年 図 8－2　同左 1947 年 図 9　ピカソのテキスタイル 1955 年
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りにも少なかった事実は『そめとおり』その他雑誌の座
談会記事などで頻繁に語られている 20。
そのためこの時期日本でも多くの洋画家のファッショ
ン業界への参入がみられる。1947年創刊の高島屋『ファッ
ション・ヴィユ』の表紙や田中千代のファッションデザ
イン画は小磯良平（図 10）であり、先の吉忠では 1950
年、東郷青児（図 11）、猪熊弦一郎、宮本三郎、小磯良
平、三岸節子らのユニークな絵画調プリントをカネボウ・
シルクに捺染し市場を華やかに彩っている 21。また『ド
レスメーキング』の目次の装画は猪熊弦一郎 22（図 12）、
『染織ライフ』その他の口絵や装画には藤田嗣二や流政
之、堂本尚郎などの作品が散見される。多くの洋画家と
のかかわりの中でプリント服地がつくられていったこと
もこの時期の大きな特徴である。

第 2章　マチス展とピカソ展

このように洋画風のプリントがもてはやされる中、
1951 年 3 月に開かれたマチス展と 8月のピカソ展は、日
本の社会とプリントデザイン界に大きな衝撃を与えるも
のであった。大勢の人が会場に押しかけ、マチスの東京
展、3月 31 日から 5月 13 日までの 44 日間の入場者数は
15 万 1800 人 23 にのぼったという。またピカソに関して
は彼の陶器が同年の展覧会より一足早く 3月に文芸春秋
社主催で初めて来日し、上野松坂屋で展示されているこ
とが確認できた 24。皿 17 点、壺 1点、石版画 6点と規模
は小さいが、8月の展覧会以前からプリント図案にピカソ
の影響がみられるのもうなずける。
この時期、いまだ和装図案の感覚から抜け出せず、油
絵風の陰影のある洋風図案にてこずり、その方向を見出
せずにいた多くの図案家が一斉にマチス・ピカソ風の図
案を描きだした。しかしそれらはかなり皮相的な模倣に
過ぎず、すぐに大きな批難を受けることとなった。彼ら

はどのような作品を目にし、どのようにマチス・ピカソ
を捉えたのだろうか。次に各展覧会の出品目録を調査し
その展示作品を詳しく調べていきたい。

・展覧会の図録
まずアンリ・マチス展（図 13）から見ていきたい。こ
の展覧会は 1951 年 3 月から 6月まで東京・大阪で国立博
物館・読売新聞社主催、駐日フランス代表団 25 協賛で開
催された。全体に初期の作品から最晩年まで時代を追っ
て10年ごとにその画業の展開を見ていける構成となって
いる。出品数は 114 点、1950 年作の「海の動物」切絵か
ら始まり「ヴァンス礼拝堂のための仕事」として括られ
た模型や木炭、毛筆と墨などによる下絵、あとは各パー
ツの習作あるいは制作中のマチスや礼拝堂の写真、
グヮーシュによる礼拝堂ステンドグラスの計画や下絵が
続く。油絵の展示では 1899 年の『桃の花ざかり、コルシ
カ島』からこれも 10 年ごとの作品が 1947 年の『室内に
立てる裸』まで展示されている。次に国内所蔵作品が展
示され、続いて木炭や擦筆、ペンと墨、鉛筆、毛筆と墨、
コンテを用いた素描でこれは展覧会と同年の1951年の最
近作までとなっている。また 1944 年から 1950 年にかけ
ての数冊の挿絵本がある。
マチス最晩年のこの展覧会は洋画家硲伊之助が日本の
造形作家のために開催を切実に懇請したものであった。
硲は戦前よりコローやクールベ、セザンヌ、ゴッホなど
の画集の解説や美術エッセイを手掛け、渡欧時にはマチ
スに師事していた。彼はマチス展図録の序文で、注意深
くこれらの作品を追って絵画の道がいかに嶮路であるか
を理解すれば、安易なマチス風や、抽象絵画ならざる抽
象絵画が幾分でも淘汰されるだろうと期待し、また日本
人の付和雷同の習性が内から払いのけられることを願っ
ている。当時日本において表層的な抽象絵画が一定の見
識もなく描かれ、それらに対して本物の厳しさを突きつ

図 10　小磯良平ファッション画 1947 年 図 11　東郷青児プリント服地 1950 年 図 12　猪熊弦一郎目次装画 1955 年
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けるべくこの展覧会が企画されたことが理解できる。
マチス自身が寄せた「日本展への言葉」には、日本の
美術研究者に向け、「自身の制作に対する全面的な真
さ」について時代を追って回顧的に鑑賞できるよう自ら
作品を選んだと書かれている。また「特に私の強調する
この真 さを欠くとすれば、芸術家はここに独自なる特
質を発揮すべき領域に身を置くことを忘れ、ある影響か
ら他のそれへと浮動するのみに留まる」と警告している。
これらから最晩年のマチス自身も硲の趣旨を大いに理解
して作品を選びその画業を紹介していった様子が伝わっ
てくる。
一方ピカソ展（図 14）もまた硲伊之助の交渉によるも
ので、同 1951 年 8 月から 10 月、読売新聞社の主宰で東
京・大阪で開かれた。戦争前後の 1937 年から 1950 年の
近作が選ばれている。A～ Gのグループに分かれ、A. 油
絵は「水差と砂糖煮入れのある静物」（1937 年）から「頭
蓋骨とうに」（1947 年）までの 16 点、B. 陶器 15 点はす
べて 1948 年の作で「球に描いた静物」から「笛を吹く牧
神」まで、皿や陶板、水差し、小像など原始的ともいえ
る力強い線を用いた抽象的な人物や幾何模様の作品であ
る。C. はグァーシュ・クレヨンの部で「肘掛け椅子の女」
1942 年から「仙人掌の実」1948 年の 12 点。D. デッサン
は「窓の前の静物」（鉛筆）1919 年から 1920 年、1930 年
と年を経て「海辺の戯れ」（ペン）1946 年までの 15 点。
E. 彫刻（ブロンズ）は「裸体」1945 年を除いてあとはす
べて 1948 年作で、原始的な表現の裸婦その他 10 点。F. 

石板画は年代の記述がなく「振り向こうとする女」から
「平和の鳩」までの 28 点であった。また G. 挿絵本は「オ
ヴィッド《変身譜》」1927 年とその他は 1947 年から 1949
年までの近作の 6点、計 102 点で構成されている。

・表層的な追従と批難
しかし残念ながらこの主催者たちの思いが十分伝わっ
たとは思えない事態が方々で起こった。染織図案の業界

でも多くの誤解と無理解の中、安易な追従が後を絶たな
かった。彼らがとらえたマチス・ピカソとはどのような
ものであったのだろうか。
マチス展では特に展示作品の中に習作や素描が多かっ
たせいか、マチス特有の線描の表現がよく真似られてい
る。日本画に於いてどちらかというと形をくくるものと
してあった線が表情と自由を得て奔放に配されたものに
その影響の跡がみられる。また年を経るごとに切り絵風
あるいはヴァンス礼拝堂のステンドグラスにあるような
個性的な植物のモチーフも出てくる。ただしその形のみ
が転用され、マチスの危惧がそのままなだれのような現
象となって起こってしまったと言える。
一方ピカソにおいても、主に陶器の絵付けのモチーフ、
グァーシュ・クレヨンの描法、石版画などの原始的とも
いえる造形、線、面がそのまま模倣されている例がこの
秋の染織作品に多々見られる。一見誰にでも描けそうな
誘惑に安易にはまったのだろうが、当然と言おうか残念
ながら雑で稚拙な落書きに堕したものが多い。
これらの状況への批判も早くから聞かれる。例えばマ
チス調への批評はすでにこの年の『染織ライフ』7月号に
登場し「此の頃とてもマチス調というものが流行ってい
る（中略）マチスのような感じが喜ばれ、そのような着
物がたくさん着られていると云うことは何も悪いことで
はない。けれども、何かわけのわからない線や型を、た
だ何となく描いて兎に角パッと人目を欺く色彩を塗った
ら所謂マチスになると思ったらこれは、とんでもないこ
とになる」26 と綾小路公一が記している。また『アトリ
エ』臨時増刊「アンリ・マチス展特集」の中の佐藤啓（新
制作派協会）も模倣に対する深い洞察を展開しつつ「こ
の新しい創造への意欲を持たない模倣は職人か商人のす
る事である」27 とその危険を語っている。
翌 1952 年になると、図連委員長田中吉之介が「昨年の
マチス、ピカソばりの、いわゆるアブストラクトの模様
を付けたキモノの大方は失敗に終わった」28 と述懐して

図 13　「マチス展」図録 1951 年 図 14　「ピカソ展」図録 1951 年
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いるし、今和次郎 29 も同年 5月には「和服では新たにピ
カソ調が台頭、目新しいものになんでも飛びつく日本人
らしい一時的流行現象でどこまで伸びるものか」と挑発
的な意見を述べている 30。また 10 月の『染織ライフ』No. 

20 31 の編集後記には、西方文化の東方文化への移植に伴
う変化の本質を見極めることはとても重要なことで、染
織界がフランスの有名な画家の真似をしてたいへんな失
敗をしたのは、そのあたりの手続きにおろそかなものが
あったのではないかと記している。いったいどのような
失敗だったのだろうか。

第 3章　マチス調・ピカソ調図案

ここではマチス・ピカソに影響され一時流行はしたも
のの失敗だと各方面から批難された図案とは実際どのよ
うなものであったかを具体的に見ていきたい。また当時
失敗と断じられたマチス調・ピカソ調であったが、抽象
的表現の図案はこの頃より非常に隆盛となり、空前の抽
象柄ブームがこの先 5、6年も続く。この時期に和装図案
から洋装図案へのスムーズな転換が図られたのはこの隆
盛から見て確かなようだ。マチス・ピカソに続いてブラッ
ク展があり、またミロ、クレーあるいはポロックの雑誌
特集など、抽象絵画の紹介が相次いでいる。この状況は
この転換にどのような役割を果たしたのだろうか。具体
的な動向から分析していきたい。

・  染織雑誌『染織ライフ』より見るマチス調・ピカソ調
図案
各方面から結局は失敗と結論されたマチス調、ピカソ
調図案とはどのようなものであったか、その具体例を日
本染織図案家連盟の機関紙『染織ライフ』から見ていき
たい。この染織雑誌は、ちょうどマチス展、ピカソ展が
開催された同じ年の1951年 1月八寶堂から創刊されてい
る。掲載図案にその影響がリアルタイムで見ていける貴
重な資料となっている。この雑誌で 6月号あたりからマ
チスの影響がグループ展などの研究作品に表れ始める。
ブラシで描いたような表現を模した線やリズミカルな構
成にマチスの線や画面構成が想起される。8月号に特集さ
れた春の「第二回図連展」の着尺・服地の入賞作品はブ
ラシワークの線を用いてかなり抽象的な構造に向かって
いるし、秋の「第三回図連展」ではマチスのデッサン（図
15）の特徴がいよいよ顕著になっている（図 16・17）。9
月号からはピカソの要素も加わって音楽を奏でる牧神風
のモチーフ（図 18）などそのまま描かれているもの（図
19）まで見受けられる。当時は和洋双方を描く図案家が
ほとんどだが、突飛さは和装図案の方に顕著である。
世の中が急速に洋風化する中で、洋服の浸透の速さに

キモノの業界はいよいよ深く危機感を持っていた。その
伝統的美しさを誇りながらも、特に日常着、労働着など
に使用する際の不便さ、着にくさは否定できず、その形
あるいは着方をいかに洋風化できるかという和装の革新
には焦りのようなものが感じられる。そのためともかく
どのような方法をとっても新しい感覚が欲しかったのだ
ろう。マチスやピカソに代表される近代的抽象絵画感覚
の導入、あるいは洋風服地図案とのミックスや同化など
も真剣に試みられている。
この 1951 年 11 月 12 日には、昭和天皇の京都市染織試
験場行幸があり、翌 1952 年の『染織ライフ』1月号 No1. 
No.232 に服地や着尺、帯の賜天覧の作品が特集されてい
る。No. 1にある服地図案は抽象柄として独自のものであ
るが、No.2 の和装柄では伝統的モチーフの梅柄、扇面、
花更紗、鶴等の中に、突然ピカソ風の線画（図 20）の染
帯があって驚かされる。この場では冒険の一作と思われ
るが、どう見てもピカソ展の陶板の作品（図 21）を想起
させる。このような安易な模倣が先の批評を生み出した
ものと思われるが、この晴れやかな場に展示していると
ころから模倣という罪悪感はなく、日本画にルーツを持
つ手本に対する発展的発想ではなかったかと思われる。
以後にも図案の多くに（図 22・23）そこはかとなく彼ら
の影響がみられる。

・空前の抽象柄ブーム
これらマチス・ピカソ調のプリントは当時批難の的と
なりあまり評価されなかったが、以後の抽象や幾何、非
形象のプリントブームの伏線となった 33 との考えもあ
る。またデザイナーの山路太郎も 1年後の『染織ライフ』
で「誤れるピカソ、マチス観」と題し 34、「もう大分前か
らピカソ、マチス調と云うものがすたれたと問屋さんや
図案家さんが言っているが〈中略〉しかしそれを以てた
だちにピカソが否定され、マチスが否定されるのはもっ
とも誤れることである。〈中略〉たとえば最近の○☓の流

図 15　マチス　ヴァンス　ロザリオ礼拝堂内部　1948~51 年
十字架への道　下絵（墨と毛筆）
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図 16　「第三回日本染織図案家連盟展」織帯図案 1951 年 図 17　同左

図 18　ピカソ　牧神とニンフ（デッサン）1946 年 図 19　綜研図案展　創作図案 1951 年

図 20　賜天覧　紫紅苑衣裳　染名古屋帯 1951 年 図 21　コーヒーわかしとコップ（陶板）1948 年
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行はアブストラクトの普及の裏付けであり〈中略〉近代
絵画の感覚やセンス、見方はデザインに最も必要なもの
である」と書いている。丸増の○☓プリント（図 24-1,24-
2）は 1952 年の大ヒットで、戦後初めて 1柄で 50 万メー
トルを売り上げ大ブームとなった吉田晴視の作品であ
る。以後彼を含む、林大功、鳥居浩、関留辰雄、酒井康
をメンバーとする「A」が次々とヒットを飛ばしプリント
図案の全盛期を築いていく。
1953 ～ 1954 年には、林大功の奇抜な抽象画のミックス
調（図 25）が染織図案界全体に影響を及ぼし一時代を形
成した。それは画紙を並べておいて丸めた新聞紙等で色
を塗った奇抜な抽象画 35 で一見ポロックを彷彿させるも
のであったが、このミックス調の優勢は、例えば 1954 年

の『染織ライフ』から容易に分析できる。更紗風、幾何
風、花あるいは筆跡・タッチなどが原形を保たないほど
描き込まれ、いわゆるミックス調にアレンジされている
ものが、この年の掲載服地図案 183 点中 119 点に及んで
いる。（図 26）
この前後には抽象化されたペンタッチのフィギュアや
風景画も流行、抽象柄ブームは全盛期を迎えていた。そ
して 1954 年 4 月 28 日の春の「第八回図連展」は会員の
出品数 600 余点、来館者約 6000 名に達し、戦後最大の盛
況を呈した。この時、本展とは別に久々に花に焦点を当
て「花を表現する」のテーマで特別展覧が開催された。こ
れは予想外の成功をおさめ 36、図録が早々と 6月に出版
されている。「花」といってもこれらの作風から特に感じ

図 24-1　○✕プリント 図 24-2　○✕プリント 1952 年 図 25　ミックス調プリント 1953 年

図 23　第百號記念募集入選図案 1955 年図 22　「第六回日本染織図案家連盟展」服地図案 1953 年
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られる事は、和洋図案双方ともに、モチーフの選択ある
いは描法に抽象化の傾向が顕著で、従来の花柄とは大き
く趣を変えていることだ。マチス・ピカソ追従の失敗へ
の反発のように 1952 年に「光琳風」がテーマとなった時、
一斉に同じような菊が同じような構成で描かれ顰蹙を
かったが、1954 年のこの「花を表現する」では打って変
わって自由な多様性に満ちている。花の表現方法や構図
に抽象的表現がうまく組み合わされ、様々な趣向を生み
だしている。この傾向はこの展覧会以前にも徐々に熟成
されつつあったが、これを機に様々なグループ 37 の展覧
会でも非常に多く見られるようになっている 38。（図 27）

日本の伝統的意匠の持つ自由で多彩な展開力が復活し、
自然を文様化し精神性や日常性も含めて抽象化する日本
伝統の考え方や技法がうまく発揮されている。

おわりに

敗戦とともに日本の伝統的文化は旧弊のものと断じら
れ、西欧風がもてはやされる社会的な風潮の中、着物に
もあわただしく洋風化の波が押し寄せ、モチーフ自体の
変化、例えば花柄においても洋花が選ばれ、そのタッチ
に西欧風の陰影が不可欠とされた。日本画出身が多い当

図 27　大圖特別展「花を表現する」標準図案 1954 年

図 26　『染織ライフ』1954 年掲載服地図案（計 183 点）の傾向

No.（日付） 更紗 幾何 花 筆跡のみ 左右計 ミックス風にアレンジされたもの アレンジナシ
 1（1/1）  6 10 10  26  17  9
別冊（2/20）  5 10  8  7  30  22  8
 5（3/1）  3 10  2  8  23  12 11
 6（3/15）  2  5  3  6  16  10  6
 7（4/1）  8  5  6 15  34  28  6
 9（5/1）  8  8  1  1  18   9  9
13（7/1）  5  6  4  3  18   9  9
14（8/4）  9  6  1  2  18  12  6
total 46 60 25 52 183 119 64
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時の図案家は描き慣れないバラやゆりを何とか油絵タッ
チ風に描いているが、そこに奔流のごとく入ってきた抽
象絵画は、もともとジャポニスムへの親和性を内包して
おり、日本の図案家はいわゆる西欧風油絵の陰影や立体
感から早々と解放されて平面構成的抽象柄へと向かう。
1952 年懐古的に光琳風を目指したときは、「徒に古典を
鏡に映したようなものは売れなかった 39」と各方面から
不興をかったが、かえって伝統への単なる復古だけでは
もはやこの時代には受け入れられないことが明らかとな
り、本格的に抽象柄の追及へと向かったのだろう。徐々
に抽象的表現が熟

こな

されてきた 1954 年の図連展特集『花を
表現する』は生き生きとした花が多彩に表現され大きな
成功となったのである。
これらのことから、日本の戦後プリント萌芽期と世界
的な抽象絵画の進展がともにあった事は、いわゆる和風
図案から洋風図案への素早い移行を可能性にした大きな
要因だったといわざるを得ない。
しかしなぜ当時の人々がここまでマチス、ピカソに注
目したのだろうか。同じ問いを陶芸の清水六兵衛が『そ
めとおり』40 に書いている。「マチスやピカソになぜ私た
ちは魅力を感じるのか、それはその作品の中に現代人の
感覚が溢れているからだ。〈中略〉現代人の持っている
生々した美の感情がその描かれた線、彩られた色調が画
布に力強く表現されておるから何となく快さと喜びを与
えてくれる。〈中略〉感激があってこそ、内容は豊富にな
り、技術もみがかれ創造に光を発するだろう。それは古
来より日本の持つ復古調の美しさと近代感覚の美しさの
混然たる一体こそ望ましい所である」敗戦とはいえ軍国
主義から解放された大きな価値観の転換期に、何か新し
くよみがえる生き生きした感情は、確かに社会を覆って
いたのだろう。清水はさらに「私はそういう意味におい
て、感激に燃えて、伝統の上に力強く立ち上がり、新し
い工芸の創造に奮い立っている」とも書き添えている。ま
た田中吉之介も後年この時代を回顧して、意匠界・染織
界とも今までと違った突破口を模索しており、既成の表
現・形象（かたち）を 180 度転換して見ることに異論は
なかったと述べている。そして何より世の中には、抽象
や新表現をこれこそが現代的であると感じる風潮が醸し
出されていたようだ 41。
伝統的に自然に対する抽象性を身に着けていた日本人
や図案家にとって、旧来の西洋的発想からの脱却を図っ
たピカソ、マチスに代表されるような近代的抽象絵画に
親和性を感じるのは当然の成り行きだったのだろう。
人々の新しい関心の突破口ともなったこれら展覧会
は、抽象絵画の感覚を広く一般社会に浸透させその後の
抽象柄ブームを支える土台をつくったといえる。西洋風
プリントデザインへの転換期にうまく遭遇したピカソ・

マチスへの熱狂こそ、日本の伝統的抽象感覚を復活させ、
テキスタイルプリントがその黎明期から一気に隆盛期へ
と展開していく大きな原動力となったのである。

謝辞　本研究は JSPS特別研究員奨励費 15J10325 の助成
を受けたものです。
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